
個人情報取扱事務の諮問事案書（重要事項の諮問） 

 

オンライン結合を行う事務

の 名 称 
災害対策本部・水防本部クロノロジー 

事 務 の 

所 管 課 等 
防災対策課 

オンライン

結合による

取 扱 

個 人 情 報 

類 型 災害による被害情報 

項 目 名 氏名、住所、電話番号、被害状況 

オンライン

結合の概要 

結 合 の 

当 事 者 名 
庁内各課 

使用回線の

形 態 

□ 専用回線(        ) 

■ 共用回線( インターネット ) 

個 人 情 報 

取扱の流れ 

・庁内の端末と被害状況を入力するシステム事業者のサー

バを結合し、常時アクセスを可能とする 

・災害対応の状況あるいは活動の内容を時系列に沿って記

録・整理した情報（以下「クロノロジー」という。）を記

録するにあたり、電話等で入手した個人情報を、外部サー

バに入力し、管理する。 

オンライン結合を行う理由 

( 公 益 上 の 必 要 性 ) 

・クロノロジーの取扱いの効率化は、災害対応を行う上

で、非常に重要である。 

・現在、Excelにより、防災対策課内のみで情報管理して

いるが、限られた人数でしか開く・入力することができ

ず、効率が悪かった。外部サーバでの管理にすることで、

他課も確認・入力することができ、タイムラグのない災害

対応が可能となる。 

安 全 確 保 措 置        

(個人の権利利益を侵害する

おそれがないようにするこ

と) 

・庁内の端末と事業者のサーバとの間は、暗号化通信、 IP

アドレスの固定化及びID/パスワードによりセキュリティ

の確保を行う。 

開 始 時 期 令和３年11月 

 

 

様式４：第１０条第２項の規定に該当しないオンライン結合諮問 



  オンライン結合関係図 

 

オンライン結合を要す

る 事 務 の 名 称 
災害対策本部・水防本部クロノロジー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (注意) 

     は、結合する電子計算機とする。なお、当事者名、電子計算機名称等の参考

情報を付記。 

      は、結合による個人情報の流れとする。なお、回線の形態等の参考情報を付

記。 

 

別 紙 

災害対策本部 

水防本部 

外部サーバ 

被害情報の入力・管理 
＜対策＞ 

暗号化通信 
IP アドレス固定 
ID/パスワード 


